
【分析・解釈】 第６学年 「水溶液の性質」 

蓮田市立蓮田中央小学校 山田葵 

 

１． テーマ「分析・解釈」の設定 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 仮説 

１） 結果を分析・解釈して考察する力を養うために 

・結果の記録表を統一し、比較しやすくする 

・班の結果入力を、ICT（teams）で共同入力・閲覧することで、他班と比較できる 

・結果と考察のつながりと違いを理解できるワークシートを活用する 

２） 問題に正対する結論を結果や考察から分析・解釈して導く力を養うために 

・「問題」「結果」「考察」「結論」の繋がりを意識できるようなワークシートを活用する 

 

３． 作成したワークシート（通年使用） 

 

 

 

児童の実態 

◎書くことに抵抗は少ない 

▲結果を一般化して考察を書くことに課題がある 

▲問題と結論が正対していない 

▲全国学テにおいて、分析・解釈や、記述問題の正

答率が低い 
目指す児童の姿 

・結果から分かることを考察する 

・問題に正対した結論を導く 

・問題・結果・考察・結論の繋がりを意識して書く 

全国学力学習状況調査より、求められている能力 

（児童の実態に合わせて一部抜粋） 

・結果の表から比較等をして、分かることを書く 

・問題に正対した結論を書く 

・結論の根拠となったのはどの結果なのかを表現する 

参考資料：令和４年度全国学力学習状況調査 

2-(３)（検討・改善）…正答率 64.6％ 

 

 

2-(4) （分析・解釈） …正答率 59.3％ 

 

 

3-(4) （分析・解釈） …正答率 40.2％ 

 



４． 評価（児童の姿） 

単元のゴール：手順２つで、水溶液の種類を当てるには、どうするとよいだろうか。 

  

〔学習問題〕 各水溶液には、何が溶けているのだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔学習問題〕リトマス紙を使うと、どのような性質がわかるのだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果 

はじめのうちは、

考察の前に共通点

や差異点・傾向な

どを全体で分析・

解釈し、考察へと

つなげる 

ICTを活用して共同入力・閲覧 

考察 

悩んでいる児童にはキーワードを示す 

（ICTの結果を見て）他の

班と結果が違うから、も

う一度やってみよう 
結論 

「学習問題」をもう一度書くことで、正対した

結論が書けているのか確認できるようにする 

結果 

見たままのリトマス紙の色の変化を文章化する 

考察 

リトマス紙の変化（結果）から、分かった性質を書く 

結論 

「どのような性質」に対し、 

「酸性」「中性」「アルカリ性」「３つの性質」と正対した結論を書く 



５． 成果と課題 

１）全国学力学習状況調査より 

2-（３） ４月 １月 

学級 64.6％ 92.3％ 

児童 A 〇 〇 

児童 B ×（考えをもてているが、結果を具体的に書くことができていない） 〇 

 

2-（４） ４月 １月 

学級 59.3％ 76.9％ 

児童 A 〇 〇 

児童 B × 〇 

 

3-（４） ４月 １月 

学級 40.2％ 85.1％ 

児童 A 〇 〇 

児童 B × 〇 

 

２）仮説より 

◎ICTを活用して、結果を他者と比較できるようにした 

⇒客観的に結果を見て、共通点や差異点・傾向を分析・解釈したり、再検討を行おうとしたりしていた。 

⇒表を読み取る力がついてきた。 

◎ワークシートを活用 

⇒結果・考察・結論の違いと繋がりを指導することができ、正対した結論や根拠となる結果、考察などを 

分析・解釈して書ける児童が増えた。 

 ⇒学習問題について、「～しよう」ではなく、「～だろうか」と定着させることできた。 

 

▲文章化したり、具体的な数値を結果で用いたりする指導が引き続き必要である。 

▲型にはめすぎないために、考察に書く内容の引き出しを少しずつ増やしていきたい。 

 

＋27.7 

＋17.6 

＋44.9 

結果を表や他者との比較から分析・解釈して

きた結果、「もう一回やってみよう」「何が

違うのだろう」と再検討しようとする姿勢が

見られた。よって同時に「検討・改善」の力

も身についてきた児童が多いと考えられる。 

「学習問題」の話型を定着することはできた

が、自ら疑問を見つけたり、疑問から学習問

題を見出したりすることに、課題が残る。 

また、単純に文章の読み取りに課題がある児

童もいる。 

結果を文章化し、さらに考察、結論と繋がり

が見えるワークシートにしたことで、結論の

根拠となる結果を分析・解釈することができ

たと考えられる。一方で、具体的な数値を用

いることに課題が残る児童もいる。 


